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1. はじめに 

現代のビジネス環境では、企業の成長と持続可能な発展を実現するために、業務の

効率化が必須となっています。その中でも特に重要なのが「タスク処理の外注スキ

ル」です。これは、単なるコスト削減の手法ではなく、企業の生産性を最大化し、競争

力を高めるための戦略的な手段です。 

本書では、外注スキルを「タスク処理の外注」と「プロジェクト・ミッションの外注」に明

確に区別し、特に経営者やマネージャー層が日常の業務をどのように整理し、適切に

外部リソースを活用することで、企業全体のパフォーマンスを向上させるかを解説し

ます。 

 

本書の目的と背景 

本書の目的は、読者が外注スキルを体系的に理解し、実践することで、自社の成長

を加速させることにあります。対象読者は経営者に限らず、マネージャー層も含め、

業務の最適化と戦略的なリソース配分を必要とするすべてのリーダーに向けたもの

です。 

企業における業務は、大きく分けて「コア業務」と「ノンコア業務」に分類されます。コア

業務とは、企業の競争力を決定づける業務であり、直接的な収益やブランド価値に直

結する業務を指します。一方で、ノンコア業務は企業の成長を支えるものの、コア業

務ほどの付加価値を生まない業務です。 

本書では、まずノンコア業務を適切に外注することで業務負担を軽減し、さらにコア業

務に従事するメンバーの時間とリソースを確保することで、組織全体の生産性を向上

させる方法を紹介します。 

また、株式会社タクスルが提供する「ビズプロプラス」などの法人対応型外注サービ

スを活用することで、従来のスキルマーケットとは異なり、 

• 法人による対応のため、継続性と信頼性が高い 

• 株式会社タクスル認定の AI ガジェッターが専門知識と技術でサポート といっ

たメリットを享受し、より効果的に業務を最適化できることを解説していきま

す。 

• AI ツールを最大限に活用することで、圧倒的なコストパフォーマンスを提供 
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なぜ外注スキルが現代経営に必要不可欠なのか 

タスク処理の外注スキルが現代の経営に不可欠である理由は、以下の 3 つに集約さ

れます。 

1. 業務の最適化と生産性の向上 

o コア業務に集中することで、企業の成長スピードを加速できる。 

o 例えば、経理・給与計算などの事務作業を外注することで、マネージャ

ー層が戦略立案や組織マネジメントに注力できる。 

2. 最新テクノロジーと専門スキルの活用 

o 外部の専門家や AI ツールを活用することで、より高品質な業務遂行

が可能になる。 

o ビズプロプラスでは、AI ガジェッターによるデータ解析や業務効率化ツ

ールの導入で、業務のスピードと正確性を大幅に向上させることがで

きる。 

3. コストの最適化と競争力の強化 

o 外注を活用することで、固定費を抑えつつ、必要なときに必要なリソー

スを確保できる。 

o 例えば、シーズンごとに業務量が変動するカスタマーサポート業務を

外注すれば、無駄な人件費を削減しながら、顧客満足度を維持でき

る。 

これらの要素を考慮することで、外注スキルは単なる業務削減の手段ではなく、企業

全体のパフォーマンスを向上させるための強力な戦略となります。 

 

経営者やマネージャーが外注を避ける理由とそのリスク 

外注の利点が明確であるにもかかわらず、多くの経営者やマネージャーは外注をた

めらう傾向があります。その主な理由と、それがもたらすリスクを以下に解説します。 

1. 「自社でやったほうが品質を保てる」という誤解 

o 内製にこだわることで、重要な業務の進捗が遅れるリスクがある。 

o 例えば、企業の SNS 運用を自社で行うと、更新頻度が低下し、顧客と

のエンゲージメントが下がるケースがある。 
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2. コストに対する不安 

o 外注費が高いと考える経営者もいるが、実際には内製よりもコストパフ

ォーマンスが良い場合が多い。 

o 特にビズプロプラスのような AI 活用型の法人サービスを利用すれば、

業務の効率化とコスト削減の両立が可能。 

3. 適切な外注先の選定が難しい 

o 信頼できる外注先を見極めるのは難しいが、法人対応の外注サービス

を活用すれば、リスクを大幅に軽減できる。 

外注を適切に活用しないことで発生するリスクとして、 

• 経営者・マネージャー層の過剰な業務負担 → 戦略業務に時間を割けず、企

業の成長が停滞する。 

• 競争力の低下 → 競合が効率化を進める中、自社が旧態依然とした業務プ

ロセスを続けてしまう。 

• 従業員のモチベーション低下 → 業務負担が増えることで、生産性や職場満

足度が低下する。 

 

まとめ 

本章では、タスク処理の外注スキルの重要性と、その活用がもたらすメリットについて

解説しました。特に、ビズプロプラスのような法人対応型の外注サービスを活用する

ことで、安心して業務を委託し、企業全体の生産性を高めることができます。 

次章では、外注スキルが求められる時代背景について掘り下げ、なぜ今こそ外注が

必要なのかを詳しく解説していきます。 
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2. 外注スキルが求められる時代背景 

現代のビジネス環境は急速に変化し、企業の成長にはスピードと柔軟性が求められ

ています。その中で、タスク処理の外注スキルは、経営者やマネージャー層が組織の

生産性を高めるための必須スキルとなっています。 

本章では、外注スキルが必要とされる背景について、以下の 3 つの視点から解説し

ます。 

1. グローバル化と分業の進展 

2. テクノロジーの進化による外注可能な業務の拡大 

3. 人材不足や働き方改革による外注ニーズの増加 

 

グローバル化と分業の進展 

企業が競争力を維持するためには、自社の強みを活かし、その他の業務を効率的に

処理する必要があります。グローバル化が進む中で、多くの企業が分業体制を強化

し、業務の一部を外注することで、事業の成長スピードを加速させています。 

具体例: 日本のある EC 企業は、海外市場向けのマーケティング資料の作成を多言

語対応可能な外注先に依頼しました。その結果、現地の顧客のニーズに即したコン

テンツを迅速に提供でき、海外売上が前年比 40%増加しました。 

また、大企業だけでなく、中小企業やスタートアップも分業を活用することで、限られ

たリソースを最大限に活かし、競争力を強化することができます。 

 

テクノロジーの進化による外注可能な業務の拡大 

インターネットやクラウドサービスの発展により、企業が外注できる業務の範囲が広

がっています。特に、タスク処理の外注は、テクノロジーの進化によってますます容易

になっています。 

主な外注可能な業務: 
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• データ入力・処理: クラウドソーシングプラットフォームを利用することで、短期

間で大量のデータ処理が可能に。 

• カスタマーサポート: AI チャットボットと外部オペレーターを組み合わせること

で、24 時間対応を実現。 

• コンテンツ制作: 記事作成や SNS 投稿を専門の外注先に委託し、効率的に

運用。 

具体例: ある IT 企業は、技術ブログの執筆を専門のライターに外注することで、社内

エンジニアがコア業務に集中できる環境を構築しました。その結果、業務効率が向上

し、より多くのプロジェクトにリソースを割くことが可能になりました。 

さらに、株式会社タクスルのビズプロプラスのような法人対応型の外注サービスで

は、AI ツールを最大限に活用することで、従来のスキルマーケットでは実現できなか

った圧倒的なコストパフォーマンスと高品質な業務遂行が可能になります。 

 

人材不足や働き方改革による外注ニーズの増加 

近年、日本では少子高齢化による労働力不足が深刻化しており、企業は限られた人

材をどのように活用するかが重要な課題となっています。これに加えて、働き方改革

が進み、従業員の労働時間の削減や柔軟な働き方が求められています。 

外注が有効な理由: 

• 人材確保の課題を解決: 必要な時に必要なリソースを確保できる。 

• 柔軟な雇用体系の実現: 外注を活用することで、繁忙期のみ業務負担を軽減

できる。 

• 従業員の生産性向上: 定型業務を外注することで、社員がより重要な業務に

集中できる。 

具体例: ある企業は、経理業務の一部を外部の専門業者に委託し、社内の経理担当

者が財務戦略の策定に専念できるようにしました。その結果、資金調達の成功率が

向上し、事業拡大が加速しました。 

また、ビズプロプラスでは、AI ガジェッターと呼ばれる専門家が AI ツールを駆使し、

企業の生産性を最大化するサポートを提供しています。これにより、単なる業務委託

ではなく、企業の成長を促進するパートナーとして外注を活用できるのです。 



 

9 

 

まとめ 

本章では、外注スキルが現代経営に不可欠である背景を説明しました。グローバル

化の進展、テクノロジーの発展、人材不足の問題が、企業に外注を活用する必要性

をもたらしています。 

さらに、法人対応型外注サービスであるビズプロプラスを活用することで、従来の外

注の課題を克服し、より安定した業務委託が可能になります。 

次章では、具体的な外注スキルの定義と、それを持つ経営者やマネージャーの特徴

について詳しく掘り下げていきます。 
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3. 外注スキルとは何か？ 

外注スキルとは、単に業務を外部に委託することではなく、どの業務をどのタイミング

で、どのようなパートナーに任せるべきかを判断し、成果を最大化するための戦略的

な能力のことを指します。 

本章では、外注スキルの定義と概要、外注スキルを持つ経営者やマネージャーの特

徴、内製と外注の適切なバランスの見極め方について詳しく解説します。 

 

外注スキルの定義と概要 

外注スキルとは、以下の 3 つの要素で構成される能力のことを指します。 

1. 業務の仕分け力 

o コア業務とノンコア業務を明確に分類し、ノンコア業務を適切に外注す

る。 

o 例えば、マーケティング戦略は社内で行い、広告運用の実務は外注す

ることでリソースを最適化する。 

2. 適切な外注先の選定力 

o 外注先の実績やスキルセットを評価し、信頼できるパートナーを見極め

る。 

o ビズプロプラスのような法人対応型の外注サービスを活用すれば、質

の高い業務遂行が可能。 

3. 成果物の管理と評価力 

o 外注先との明確なコミュニケーションを確立し、期待する成果物の品質

を担保する。 

o 定期的なチェックポイントを設けることで、納期遅れや品質低下を防

ぐ。 

これらのスキルを習得することで、業務効率を向上させながら、企業の成長を加速さ

せることができます。 

 

外注スキルを持つ経営者やマネージャーの特徴 
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外注スキルを適切に活用できる経営者やマネージャーには、以下のような特徴があ

ります。 

1. タスクの優先順位を明確にできる 

o どの業務を自社で行い、どの業務を外注するべきかを判断する能力を

持っている。 

o 例えば、経営戦略の策定は社内で行い、ルーチン業務（データ入力や

給与計算）は外注することで、生産性を向上させる。 

2. 柔軟な発想と適応力がある 

o 外部リソースを活用することで、事業の成長スピードを速めることがで

きる。 

o 例えば、シーズンごとに変動する業務量に対応するために、必要な時

だけ外注を活用する。 

3. 長期的なパートナーシップを築くことができる 

o 外注先を単なる委託先ではなく、事業の成長を共に目指すパートナー

と考える。 

o 継続的な業務依頼を行いながら、品質管理と関係構築を進める。 

こうした能力を備えた経営者やマネージャーは、適切な外注活用を通じて、企業の競

争力を強化することができます。 

 

内製と外注の適切なバランスの見極め方 

すべての業務を外注するのではなく、適切なバランスを見極めることが重要です。以

下の 3 つの基準をもとに判断すると、効果的に外注を活用できます。 

1. 業務の重要度と専門性 

o 自社のコア業務に直接関わる業務は内製し、それ以外の業務は外注

する。 

o 例えば、商品開発は社内で行い、顧客対応の一部を外注することで、

効率化と品質向上を両立できる。 

2. コストと時間の最適化 

o 自社で対応する場合のコストと、外注する場合のコストを比較し、費用

対効果が高い方を選ぶ。 
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o AI ツールを活用するビズプロプラスのような外注サービスを利用する

ことで、高品質な業務を低コストで実現できる。 

3. 業務の変動性と対応力 

o 繁忙期のみ外注を活用し、業務量の変動に柔軟に対応する。 

o 例えば、年末の経理業務を外注することで、社内リソースを圧迫せず

に業務を完了させることができる。 

 

まとめ 

本章では、外注スキルの定義と概要、外注スキルを持つ経営者やマネージャーの特

徴、内製と外注のバランスの見極め方について解説しました。 

特に、株式会社タクスルのビズプロプラスのような法人対応型の外注サービスを活用

することで、安定した品質とコストパフォーマンスを実現し、企業の生産性を最大化す

ることが可能です。 

次章では、外注が経営を強化する具体的な理由について、さらに深掘りしていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

13 

4. 外注が経営を強化する理由 

外注スキルを適切に活用することで、企業は業務の効率化を図りながら、成長を加

速させることができます。本章では、外注が経営を強化する具体的な理由について、

以下の 4 つの視点から解説します。 

1. リソースを最大限に活用する方法 

2. スピードアップとコスト削減の実現 

3. 専門性を取り入れた競争優位性の構築 

4. リスク分散と経営の柔軟性向上 

 

リソースを最大限に活用する方法 

企業が持つ人的・時間的リソースは限られています。これらを最適に活用するために

は、コア業務に集中し、ノンコア業務を外注することが重要です。 

具体例: あるスタートアップ企業は、経理業務の一部をビズプロプラスに外注しまし

た。その結果、年間で約 500 時間の業務時間を削減し、経営者やマネージャーが新

規事業の開発に集中できるようになりました。 

ポイント: 

• ルーティン業務を外注し、社内リソースを戦略的業務にシフト。 

• 必要な時に必要なリソースを外部から調達し、組織の生産性を向上。 

 

スピードアップとコスト削減の実現 

外注を活用することで、社内で業務を行う場合に比べ、スピードアップとコスト削減の

両方を実現することが可能です。 

具体例: ある EC 企業は、商品データの入力をすべて社内で行っていましたが、業務

の遅延が発生。ビズプロプラスの AI ガジェッターを活用することで、データ入力のス

ピードが 3 倍に向上し、コストも 30%削減されました。 

ポイント: 
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• AI ツールを活用した外注により、作業時間を短縮。 

• 専門的なタスクを外注することで、人件費を削減しながら高品質な成果物を確

保。 

 

専門性を取り入れた競争優位性の構築 

企業が競争力を持つためには、高い専門性を持つ人材の活用が不可欠です。しか

し、すべての専門スキルを社内で保持するのは難しいため、外注を活用することで、

必要なスキルを適宜補完できます。 

具体例: ある企業は、自社の SNS 運用を外注し、専門家の手によるターゲット広告

運用を導入。結果として、広告の ROI（投資対効果）が 2 倍に向上しました。 

ポイント: 

• 最新技術や専門知識を持つ外部リソースを活用し、競争力を強化。 

• 内製では難しい領域を外注することで、ビジネスの成長を加速。 

 

リスク分散と経営の柔軟性向上 

企業が安定的に成長するためには、業務負担を適切に分散し、柔軟な経営体制を構

築することが重要です。外注を活用することで、固定費の削減や市場環境の変化に

対する適応力を高めることができます。 

具体例: ある企業は、繁忙期のみカスタマーサポートを外注し、通常期の人件費を削

減。結果として、コストを最適化しながら顧客満足度を維持することに成功しました。 

ポイント: 

• 業務の一部を外注することで、経営リスクを低減。 

• 市場の変化に合わせて、リソースを柔軟に調整可能。 

 

まとめ 
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本章では、外注が経営を強化する理由を 4 つの視点から解説しました。特に、 

• リソースの最適化 

• スピードとコストの最適化 

• 専門性の活用による競争力強化 

• リスク分散と経営の柔軟性向上 といった点において、外注スキルは経営者

やマネージャーにとって必須の能力となります。 

また、法人対応型の外注サービスであるビズプロプラスを活用することで、これらの

課題を解決し、安定した業務運営と成長を実現することが可能です。 

次章では、外注の成功事例と失敗事例を紹介し、実践に活かせるポイントを詳しく解

説していきます。 
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5. 外注の成功事例と失敗事例 

外注を効果的に活用すれば、業務の効率化やコスト削減、競争力の強化が可能にな

ります。しかし、外注の活用には適切な判断と運用が求められます。本章では、国内

外の成功事例と失敗事例を紹介し、そこから学ぶべき教訓を解説します。 

 

国内外の成功した企業の具体例 

成功事例①：経理業務の外注で業務効率を大幅向上 

企業名：株式会社 X（日本・中小企業） 

背景： 株式会社 X は、経理業務を社内スタッフが担当していましたが、毎月の帳簿

整理や税務処理に多くの時間を費やしていました。そのため、成長のための戦略立

案に十分な時間を確保できないという課題を抱えていました。 

外注の活用： ビズプロプラスの経理サービスを利用し、記帳、給与計算、を外注。AI

を活用した自動処理を導入し、手作業の負担を軽減。 

成果： 

• 経理業務に費やしていた時間を 80％削減。 

• マネージャーが経営戦略に集中できる環境を実現。 

• コスト削減と業務の正確性向上を両立。 

成功事例②：カスタマーサポートの外注で顧客満足度向上 

企業名：E コマース企業 Y（日本・大手企業） 

背景： E コマース企業 Y は、急激な成長によりカスタマーサポートの負荷が増大。顧

客対応の遅れが発生し、顧客満足度が低下していました。 

外注の活用： コールセンター業務を専門企業に外注し、さらに AI チャットボットを導

入。 

成果： 
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• 顧客対応時間を 50％短縮。 

• 顧客満足度が向上し、リピート率が 20％増加。 

• 社員の業務負担を軽減し、社内の生産性向上。 

 

失敗から学ぶべき教訓とポイント 

失敗事例①：安さだけで外注先を選定し、品質が低下 

企業名：スタートアップ Z（日本） 

背景： スタートアップ Z は、コスト削減のために最も安い外注先を選び、ウェブサイト

の制作を依頼。しかし、納品されたサイトは品質が低く、ユーザビリティに問題があっ

た。 

問題点： 

• 仕様の確認が不十分で、期待していた品質を満たしていなかった。 

• 修正依頼が増え、結果的にコストがかさんだ。 

• サイトのリニューアルを余儀なくされ、時間とリソースを浪費。 

教訓： 

• 外注先の実績やレビューを事前に確認する。 

• 安さだけでなく、品質やアフターサポートも考慮する。 

• 明確な仕様書を作成し、期待する成果を具体的に伝える。 

失敗事例②：コミュニケーション不足による納期遅延 

企業名：BtoB サービス企業 W（日本） 

背景： 企業 W は、マーケティング業務を海外のフリーランスに外注。しかし、進捗管

理が十分でなく、納期が大幅に遅延した。 

問題点： 

• 定期的なミーティングが設定されていなかった。 

• 外注先との認識のズレが発生し、修正作業が頻発。 
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• マーケティング施策の実施が遅れ、競争優位性を失った。 

教訓： 

• 進捗確認のためのミーティングを定期的に実施する。 

• タスク管理ツールを活用し、納期を明確にする。 

• 期待する成果物の基準を具体的に伝え、途中でフィードバックを行う。 

 

小規模経営から大企業までの応用可能性 

外注スキルは、企業の規模を問わず有効活用できます。 

小規模企業の場合 

• 経理・給与計算、SNS 運用など、日常的な業務を外注し、本業に集中。 

• 必要な時に必要なリソースを調達できるため、固定費の増加を防ぐ。 

中規模企業の場合 

• カスタマーサポートや営業代行を外注し、組織のスケーラビリティを向上。 

• クラウドツールと組み合わせて、業務の自動化を推進。 

大企業の場合 

• 海外市場への展開に際し、現地の専門家や翻訳サービスを活用。 

• IT システムの運用・保守を外部パートナーに委託し、コスト最適化。 

 

まとめ 

本章では、外注の成功事例と失敗事例を紹介し、そこから学ぶべき教訓を解説しまし

た。 

• 成功する外注は、適切な外注先の選定、進捗管理、明確な業務分担によっ

て、業務の効率化と成果の最大化を実現。 



 

19 

• 失敗する外注は、コストだけで判断することや、コミュニケーション不足によっ

てトラブルを招くことが多い。 

• 企業の規模に応じた外注の活用が、持続的な成長の鍵。 

特に、ビズプロプラスのような法人対応型の外注サービスを活用することで、安心感

のある業務委託が可能になります。 

次章では、外注を活用する具体的な分野について、より詳細に解説していきます。 
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6. 外注を活用する具体的な分野 

外注は多くの分野で活用されており、適切な業務を外部委託することで企業の生産

性を飛躍的に向上させることが可能です。本章では、特に外注が効果を発揮する以

下の分野について解説します。 

1. IT とシステム開発（プログラミングやアプリ開発） 

2. マーケティングと広告運用 

3. 人事・採用業務 

4. 経理・財務管理 

5. コールセンターや営業代行 

 

IT とシステム開発（プログラミングやアプリ開発） 

IT・システム開発の外注は、企業がデジタル化を進める上で欠かせない手段です。専

門的なスキルを持つエンジニアを社内に確保するのは難しく、外注によって高品質な

開発を実現できます。 

具体例: あるスタートアップ企業は、新規アプリの開発を外部の開発会社に委託し、

プロトタイプの完成までの期間を半減。その結果、競争の激しい市場で迅速に製品を

リリースすることに成功しました。 

外注のメリット: 

• 最新の技術を持つ専門家を活用できる。 

• 必要なときに開発リソースを確保できる。 

• コストを抑えながら高品質なシステムを構築可能。 

 

マーケティングと広告運用 

デジタルマーケティングの進化により、広告運用や SEO 対策などの業務を専門会社

に委託するケースが増えています。外注によって、最適なマーケティング戦略を短期

間で実行可能です。 
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具体例: ある EC 企業は、広告運用を外注し、ターゲット顧客に向けた最適な広告配

信を実施。結果として、広告の費用対効果が 2 倍以上に向上しました。 

外注のメリット: 

• 高度なデータ分析に基づいた戦略立案が可能。 

• AI ツールを活用した広告最適化。 

• マーケティング施策の実行スピードが向上。 

 

人事・採用業務 

採用活動の一部を外注することで、社内のリソースを戦略的な業務に集中させること

ができます。特に、求人広告の作成や応募者のスクリーニングなどの業務は外注に

適しています。 

具体例: ある中堅企業は、新卒採用の初期対応を外注し、最終面接のみに社内リソ

ースを割り当てることで、採用業務の負担を 50％削減しました。 

外注のメリット: 

• 採用活動の効率化と精度向上。 

• 専門家による応募者の選定。 

• 採用プロセスのスピードアップ。 

 

経理・財務管理 

日々の会計業務や決算処理を外注することで、社内リソースを経営戦略に集中させ

ることができます。特に、中小企業では専門的な知識が必要な経理業務を外注する

ことで、業務の正確性を向上させることができます。 

具体例: ある企業は、ビズプロプラスの経理サービスを利用し、経費精算や給与計算

を自動化。その結果、業務時間が大幅に削減され、経営者がより重要な意思決定に

時間を使えるようになりました。 

外注のメリット: 
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• 経理業務の正確性向上。 

• コスト削減と業務効率化。 

• 最新の会計システムを活用可能。 

 

コールセンターや営業代行 

カスタマーサポートや営業活動を外注することで、固定費を抑えながら、必要な時に

必要なリソースを確保できます。特に、繁忙期のみの外注活用が有効です。 

具体例: ある通信販売会社は、年末の繁忙期のみカスタマーサポートを外注。その

結果、顧客対応の質を維持しつつ、コストを最適化しました。 

外注のメリット: 

• 柔軟なリソース活用が可能。 

• 高品質な顧客対応を実現。 

• 営業活動のスケールアップが容易。 

 

まとめ 

本章では、外注が特に有効な 5 つの分野について解説しました。 

• IT とシステム開発 → 最新技術を活用し、開発スピードを向上。 

• マーケティングと広告運用 → 広告の最適化により、売上向上。 

• 人事・採用業務 → 採用プロセスの効率化と精度向上。 

• 経理・財務管理 → コスト削減と正確な業務遂行。 

• コールセンターや営業代行 → 柔軟なリソース活用で顧客満足度を向上。 

特に、法人対応型の外注サービス「ビズプロプラス」を活用することで、安心して高品

質な業務を委託し、企業の成長を促進することが可能です。 

次章では、外注スキルを磨くための行動指針について詳しく解説していきます。 
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7. 外注スキルを磨くための行動指針 

外注を成功させるためには、単に業務を外注するだけでなく、適切なスキルを磨き、

効果的な運用方法を身につけることが不可欠です。本章では、外注スキルを高める

ための具体的な行動指針を以下の 4 つの視点から解説します。 

1. 外注に関する知識を得るための学習方法 

2. 信頼関係を築くためのコミュニケーション術 

3. 長期的なパートナーシップの構築方法 

4. テクノロジーを活用した外注管理の効率化 

 

外注に関する知識を得るための学習方法 

外注スキルを磨くためには、まず基本的な知識を学ぶことが重要です。以下の学習

方法を活用しましょう。 

1. 専門書やオンライン講座の活用 

o 外注管理に関するビジネス書や、オンライン講座を受講して基礎を固

める。 

o 例えば、「外注戦略の成功事例」や「業務委託の最適な契約方法」など

の講座を受講すると、実践的な知識が得られます。 

2. 成功事例・失敗事例を研究する 

o 実際の企業の事例を分析し、どのような外注が成功したのか、逆にど

のような失敗があったのかを学ぶ。 

o ビズプロプラスを活用した成功事例を参考にすることで、効果的な運用

方法を学ぶことが可能です。 

3. クラウドソーシングプラットフォームを試す 

o まずは小規模な業務を外注し、実際にプロセスを体験する。 

o 例えば、ライティング業務やデータ入力などの単純なタスクから始め、

少しずつ規模を拡大していく。 

 

信頼関係を築くためのコミュニケーション術 
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外注を成功させるためには、外注先との信頼関係を築くことが不可欠です。以下のポ

イントを意識しましょう。 

1. 期待値を明確に設定する 

o 具体的な業務内容、納期、成果物の品質基準を明確にする。 

o 例えば、「週に一度の報告」「デザイン修正は 2 回まで」など、事前にル

ールを決めておく。 

2. 定期的なフィードバックを行う 

o 外注先の成果物に対して、適切なフィードバックを提供し、改善点を共

有する。 

o これにより、外注先との意思疎通が円滑になり、長期的な関係が築き

やすくなる。 

3. 柔軟な対応を心がける 

o 外注先に対して一方的な要求をするのではなく、互いに協力しながら

最適な解決策を模索する。 

o 例えば、突発的なトラブルが発生した場合でも、迅速に対応できるよう

に余裕を持ったスケジュールを設定する。 

 

長期的なパートナーシップの構築方法 

外注は単発の依頼ではなく、長期的な関係を築くことでより大きな成果を生むことが

できます。そのためのポイントを解説します。 

1. 安定した業務を提供する 

o 定期的な業務依頼を行うことで、外注先との信頼関係を強化する。 

o 例えば、「毎月の経理業務」や「定期的なデザイン作業」など、継続的

な契約を結ぶ。 

2. 外注先の成長をサポートする 

o 外注先のスキル向上を支援し、共に成長できる関係を築く。 

o 例えば、業務内容の改善提案や、研修機会の提供を行う。 

3. 成果を共有し、評価を伝える 

o 外注先の貢献を明確に評価し、適切な報酬やインセンティブを提供す

る。 

o 例えば、成果を出した外注先には追加の契約をオファーすることで、モ

チベーションを高める。 



 

25 

 

テクノロジーを活用した外注管理の効率化 

テクノロジーを活用することで、外注管理の効率を向上させることができます。 

1. プロジェクト管理ツールの活用 

o Asana、Trello、Monday.com などのツールを使い、業務進捗を可視

化。 

o これにより、外注先との連携がスムーズになり、納期遅れを防ぐことが

できる。 

2. クラウドストレージを活用する 

o Google Drive、Dropbox などを利用して、成果物の共有やバージョン管

理を効率化。 

o これにより、ファイル管理が容易になり、作業の手間を削減。 

3. AI ツールを活用した業務の最適化 

o ビズプロプラスの AI ガジェッターを活用することで、データ処理や自動

分析を実施。 

o これにより、外注業務の品質向上とコスト削減を同時に実現できる。 

 

まとめ 

本章では、外注スキルを磨くための行動指針について解説しました。 

1. 外注の知識を得るために、書籍・オンライン講座・実践を活用する。 

2. 外注先との信頼関係を築くために、期待値の明確化と定期的なフィードバック

を行う。 

3. 長期的なパートナーシップを築くことで、より安定した成果を得る。 

4. テクノロジーを活用し、業務管理の効率を向上させる。 

特に、法人対応型の外注サービス「ビズプロプラス」を活用することで、安心して高品

質な業務を委託し、企業の成長を促進することが可能です。 

次章では、外注による未来の経営戦略について詳しく解説していきます。 
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8. 外注による未来の経営戦略 

外注は、単なる業務の委託にとどまらず、企業の未来を形作る重要な戦略ツールと

なっています。効果的な外注活用により、経営者やマネージャーはコア業務に集中

し、企業の競争力を高めることができます。本章では、外注を経営戦略に組み込むこ

とで、どのように未来の企業経営を強化できるのかを解説します。 

1. 経営者が本業に集中できる環境作り 

2. 時代の変化に対応するための柔軟な経営手法 

3. 外注を活用した新しい事業モデルの創出 

 

経営者が本業に集中できる環境作り 

経営者やマネージャーの最も重要な役割は、企業の成長戦略を立案し、実行するこ

とです。しかし、日々の業務に追われていると、戦略的な思考や意思決定のための時

間を確保することが難しくなります。外注を活用することで、こうした課題を解決し、経

営の本質的な業務に集中できる環境を作ることができます。 

具体例: ある中小企業では、ビズプロプラスを活用し、経理業務や人事業務を外注。

その結果、経営者は新規事業の開発に注力する時間を確保でき、事業の拡大が加

速しました。 

ポイント: 

• ノンコア業務を外注し、経営者が戦略業務に集中できる環境を作る。 

• ビズプロプラスのような法人対応型外注サービスを活用し、安心して業務を委

託する。 

• AI ツールを活用し、業務の自動化を促進する。 

 

時代の変化に対応するための柔軟な経営手法 

ビジネス環境は急速に変化しており、企業は柔軟な経営手法を採用する必要があり

ます。外注は、変化に対応するための有効な手段の一つです。 
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具体例: ある企業は、パンデミックの影響で従来のビジネスモデルが機能しなくなりま

した。そこで、オンライン販売を強化するために、デジタルマーケティング業務を外注。

これにより、短期間でオンライン売上を 2 倍に増やすことができました。 

ポイント: 

• 市場環境の変化に応じて、必要なスキルを外注で補完する。 

• 外注を活用することで、短期間で新しい施策を実行できる体制を作る。 

• 業務のデジタル化と AI 活用により、迅速な対応力を確保する。 

 

外注を活用した新しい事業モデルの創出 

外注を単なる業務の委託ではなく、新しい事業モデルの構築手段として活用すること

も可能です。特に、DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進する企業にとって、

外注を活用することで新たな価値を生み出すことができます。 

具体例: あるスタートアップ企業は、ビズプロプラスを活用し、開発・マーケティング・カ

スタマーサポートなどの業務を外注。これにより、最小限の社内リソースで急成長を

遂げ、3 年で上場を果たしました。 

ポイント: 

• 外注を活用して、最小限のコストで新規事業を立ち上げる。 

• ビズプロプラスの AI ガジェッターを活用し、業務の最適化を図る。 

• 外注先を戦略的パートナーと位置付け、共同成長を目指す。 

 

まとめ 

本章では、外注を未来の経営戦略に組み込む方法について解説しました。 

1. 経営者が本業に集中するために、ノンコア業務を外注する。 

2. 時代の変化に対応するために、柔軟な外注活用を進める。 

3. 外注を活用して、新しい事業モデルを創出する。 
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特に、法人対応型の外注サービス「ビズプロプラス」を活用することで、安心して高品

質な業務を委託し、企業の成長を加速することが可能です。 

次章では、本書のまとめとして、読者が実践すべきポイントと外注を活用するための

次のステップについて詳しく解説していきます。 
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9. おわりに 

本書を通じて、外注スキルがいかに経営の成長と効率化に不可欠であるかを解説し

てきました。特に、タスク処理の外注スキルを重点的に取り上げることで、経営者やマ

ネージャー層が実践しやすい形で外注の活用方法を理解できるよう構成しました。 

本章では、本書のまとめと読者へのメッセージ、実践を促すエンパワーメントの言葉、

そして経営者やマネージャーが目指すべき次世代のリーダー像について解説しま

す。 

 

本書のまとめと読者へのメッセージ 

本書では、外注を活用することで以下のような効果を得られることを示しました。 

• 業務の最適化と生産性の向上 

o コア業務とノンコア業務を明確に分類し、ノンコア業務を外注すること

で、社内のリソースを最適化。 

• 最新テクノロジーと専門スキルの活用 

o 外部の専門家や AI ツールを活用することで、企業の競争力を向上。 

• コストの最適化と競争力の強化 

o 必要な業務だけを外注することで、固定費を抑えつつ、効率的な業務

遂行が可能。 

• 経営の柔軟性向上とリスク分散 

o 経営環境の変化に素早く対応し、適切なリソース配分を行うことで、リ

スクを最小限に抑える。 

また、ビズプロプラスのような法人対応型の外注サービスを活用することで、スキル

マーケットにありがちな個人対応のリスクを避け、安心して業務を委託できることも紹

介しました。 

 

実践を促すエンパワーメントの言葉 
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外注スキルは、単なる業務の切り離しではなく、企業の成長を支える重要な経営スキ

ルです。適切に活用すれば、企業の成長速度を加速させ、リーダー自身もより戦略的

な意思決定に時間を使うことができます。 

「すべてを自分でやろうとしない。」 

これは、成功する経営者やマネージャーが必ず持っているマインドセットです。すべて

の業務を社内で抱え込むのではなく、外部の専門家を適切に活用することで、企業

はより強固な組織へと成長します。 

「外注を活用することは、経営の最適化である。」 

この言葉を胸に刻み、ぜひ本書で学んだ外注スキルを実践に移してください。 

 

経営者が目指すべき次世代のリーダー像 

次世代のリーダーに求められるのは、変化に適応しながら、適切なリソースを活用で

きる能力です。外注を効果的に活用することで、以下のようなリーダー像を目指すこと

ができます。 

1. 柔軟性と適応力のあるリーダー 

o 外部リソースを活用し、環境の変化に素早く対応できる。 

2. 戦略的思考を持つリーダー 

o どの業務を内製し、どの業務を外注するかを判断し、最適な組織運営

を行う。 

3. チームをエンパワーするリーダー 

o 社内外の人材を適切に活用し、それぞれが最高のパフォーマンスを発

揮できる環境を整える。 

特に、外注スキルを活用することで、限られたリソースを最大限に活用し、企業の成

長を加速することができます。 

 

まとめ 
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本書を読み終えた皆さんが、外注スキルを活用し、自社の成長を加速させるための

第一歩を踏み出すことを願っています。 

外注は「業務の手放し」ではなく、「経営の最適化」です。これからの時代において、外

注スキルを持つ企業こそが、より大きな成果を生み出し、持続的な成長を遂げること

ができるでしょう。 

「まずは小さなタスクから外注してみる。」 

これが、外注スキルを磨くための第一歩です。ぜひ実践し、企業の成長とともに、ご自

身のリーダーシップも進化させてください。 

本書を手に取っていただき、誠にありがとうございました。 
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付録 

外注先選びのチェックリスト 

外注を成功させるためには、適切な外注先を選定することが非常に重要です。以下

のチェックリストを活用し、信頼できる外注先を見極める際の参考にしてください。 

 

基本情報の確認 

☐ 外注先の企業情報（会社名・所在地・設立年・資本金）を確認したか？ 

☐ 代表者・担当者の経歴や実績を調べたか？  

☐ 連絡先（電話・メール）が明確で、対応がスムーズか？ 

 

実績と評判の確認 

☐ これまでのクライアントの事例やポートフォリオを確認したか？  

☐ 企業やフリーランスの口コミやレビューを調査したか？  

☐ 過去の成果物（デザイン、開発、記事など）のクオリティをチェックしたか？ 

 

業務範囲と専門性の確認 

☐ 依頼したい業務の内容を明確にし、それが外注先の専門分野と一致している

か？  

☐ 外注先のスキルや技術が、プロジェクトの要件を満たしているか？  

☐ 最新のツールやトレンドに対応できる体制があるか？ 
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料金体系とコストの確認 

☐ 提示された見積もりが適正価格か（相場と比較したか）？  

☐ 料金の内訳（初期費用・月額費用・追加料金など）が明確か？  

☐ 契約期間・支払い条件・解約条件について確認したか？ 

 

納期・進捗管理の確認 

☐ 過去の納期遵守率や、納期遅延が発生した際の対応を確認したか？  

☐ 進捗報告の頻度や連絡手段（メール・チャット・会議など）を確認したか？  

☐ 納品後のサポートや修正対応の条件を把握したか？ 

 

契約・法的リスクの確認 

☐ 契約書（NDA・業務委託契約書など）を締結する準備をしたか？  

☐ 知的財産権（納品物の著作権や商標）の取り扱いを明確にしたか？  

☐ トラブル発生時の対応策や契約解除の条件を確認したか？ 

 

外注先との相性・信頼関係の確認 

☐ コミュニケーションがスムーズに取れるか？  

☐ 自社の業務方針やビジョンを理解し、柔軟に対応できるか？  

☐ 依頼内容に対する積極的な提案や改善策を提供してくれるか？ 
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最終判断（総合評価） 

☐ 以上の項目をすべてチェックし、リスクを最小限に抑えられるか？  

☐ 3 社以上の候補を比較し、最適な外注先を選定したか？  

☐ テスト案件を発注し、品質と対応を確認したか？ 

このチェックリストを活用し、適切な外注先を選定することで、スムーズで高品質な業

務遂行を実現できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

35 

付録 

契約書テンプレート 

外注を成功させるためには、明確な契約書を交わすことが重要です。以下の契約書

テンプレートを参考に、外注先との契約を締結してください。 

 

業務委託契約書 

本契約（以下「本契約」という）は、以下の当事者間で締結される。 

甲（発注者）： [発注者の会社名・氏名] 

乙（受注者）： [受注者の会社名・氏名] 

契約締結日： [契約締結日] 

甲および乙（以下「両者」）は、以下の条項に基づき、業務委託契約を締結する。 

 

第 1 条（目的） 

甲は乙に対し、以下の業務（以下「本業務」）を委託し、乙はこれを受託する。 

業務内容： [具体的な業務内容を記載] 

成果物： [納品物や成果物の詳細を記載] 

業務遂行場所： [リモート／指定のオフィス などを記載] 

 

第 2 条（契約期間） 
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本契約の有効期間は、以下の通りとする。 

開始日： [開始日] 

終了日： [終了日] または 業務完了まで 

契約期間満了の 1 ヶ月前までに両者のいずれからも更新または終了の通知がない

場合、本契約は同条件で自動更新されるものとする。 

 

第 3 条（報酬および支払条件） 

1. 甲は乙に対し、本業務の対価として以下の報酬を支払う。 

o 報酬額： [金額] 

o 支払期限： [支払期限] 

o 支払方法： [銀行振込 / クレジット決済 などを記載] 

2. 甲が支払期限を過ぎても支払いを行わない場合、乙は業務を停止することが

できる。 

 

第 4 条（納期および成果物の検収） 

1. 乙は、以下の納期までに本業務を遂行し、甲に納品する。 

o 納品期限： [納品期限を記載] 

2. 甲は納品後、[◯]日以内に成果物を確認し、修正が必要な場合は乙に通知す

るものとする。 

3. 甲が検収期間内に異議を申し立てない場合、成果物は承認されたものとす

る。 

 

第 5 条（機密保持） 
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1. 乙は、本業務の遂行に際し知り得た甲の機密情報を第三者に開示または漏

洩してはならない。 

2. 本契約終了後も、機密保持義務は[◯]年間継続するものとする。 

 

第 6 条（著作権・知的財産権） 

1. 本業務の成果物の著作権・知的財産権は、以下のいずれかとする。 

o 甲に帰属する。 

o 乙に帰属するが、甲に対し非独占的な利用権を許諾する。 

2. 双方が知的財産権の取り扱いについて別途協議し合意することができる。 

 

第 7 条（契約解除） 

1. 甲または乙は、以下の場合に契約を解除することができる。 

o 一方が契約内容に違反し、相手方からの是正要求に応じない場合。 

o 破産、民事再生などの法的手続きを開始した場合。 

o 双方合意のもと契約解除を決定した場合。 

2. 乙の業務不履行により甲が損害を被った場合、乙は甲に対して損害賠償責任を

負うものとする。 

 

第 8 条（反社会勢力の排除） 

1. 甲および乙は、自らが暴力団、暴力団関係企業、総会屋、その他の反社会的

勢力に該当しないことを保証する。 

2. 甲または乙が、相手方が反社会的勢力に関与していることが判明した場合、

本契約を即時解除できるものとする。 

3. 反社会的勢力との関与が判明し、契約解除となった場合、損害賠償請求権を

含むいかなる請求も認められないものとする。 
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第 9 条（紛争解決） 

1. 本契約に関する紛争が生じた場合、まずは両者協議のうえ誠意をもっ

て解決するものとする。 

2. 協議によって解決できない場合、[◯◯地方裁判所]を第一審の管轄裁

判所とする。 

 

第 10 条（その他） 

1. 本契約に記載のない事項については、両者が協議の上、書面によ

り定める。 

2. 本契約の修正・変更は、両者の書面による合意がない限り無効と

する。 

 

署名欄 

本契約の成立を証するため、本書を 2 通作成し、甲乙双方が署名・押印のうえ、それ

ぞれ 1 通を保有する。 

甲（発注者）： 会社名：[ ] 住所：[ ] 代表者名：[ ] 署名：[ ] 

乙（受注者）： 会社名：[ ] 住所：[ ] 代表者名：[ ] 署名：[ ] 

契約締結日： [ ] 

 

この契約書テンプレートをもとに、業務内容や条件を明確に定め、安全な取引を行っ

てください。 

 



 

39 

 

 

付録 

おすすめの外注先プラットフォーム一覧 

外注を成功させるためには、適切なプラットフォームを利用することが重要です。以下

に、分野ごとにおすすめの外注先プラットフォームを紹介します。 

 

1. 総合型クラウドソーシングプラットフォーム 

多様な業務を幅広く外注できるプラットフォーム。 

• ビズプロプラス（おすすめ） https://taksul.com/ 

o 法人として対応する、責任と安全性が担保される外注サービ

ス。 

o AI ガジェッターを活用した業務の最適化。 

o コストパフォーマンスが高く、安定した品質を提供。 

• Lancers（ランサーズ） 

o 日本最大級のクラウドソーシングプラットフォーム。 

o ライティング、デザイン、開発など多様な案件対応。 

• CrowdWorks（クラウドワークス） 

o フリーランスと企業をマッチングするプラットフォーム。 

o 幅広い業種の外注が可能。 

• Upwork（海外向け） 

o 世界規模のクラウドソーシングサイト。 

o 高スキルのフリーランスを見つけやすい。 

 

2. IT・システム開発系外注プラットフォーム 

アプリ開発、システム開発、プログラミング業務を外注するのに適したプラットフォー

ム。 

https://taksul.com/


 

40 

• Bizreach（ビズリーチ） for Developers 

o エンジニア採用向けの高品質なマッチングサービス。 

• Topcoder 

o 世界中のエンジニアが集まる開発コンペティション型プラットフォーム。 

• GitHub Jobs 

o 開発者向けの求人掲載が可能。 

 

3. デザイン・クリエイティブ系外注プラットフォーム 

ロゴデザイン、Web デザイン、動画制作などのクリエイティブ業務向け。 

• 99designs 

o 世界中のデザイナーとコンペ形式で仕事ができる。 

• Fiverr 

o 低コストでデザイン、動画編集、音楽制作などを依頼可能。 

• Canva（キャンバ） Pro サービス 

o 既存のテンプレートを活用しつつ、デザイン業務をアウトソース。 

 

4. マーケティング・ライティング系外注プラットフォーム 

SEO 対策、広告運用、記事作成、SNS 運用などを依頼するのに最適。 

• サグーワークス 

o 高品質な記事作成が可能なクラウドソーシングサイト。 

• Shinobi ライティング 

o SEO 対策に特化したライティングサービス。 

• PeoplePerHour 

o 海外のマーケターと直接契約できるプラットフォーム。 

 

5. 人事・採用・バックオフィス業務系プラットフォーム 

採用活動や経理業務の外注に特化したサービス。 
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• ビズプロプラス（おすすめ） https://taksul.com/ 

o 経理、人事、総務業務を法人対応で安心サポート。 

o AI を活用した業務の自動化が可能。 

• HR クラウド 

o 採用代行や人事管理に特化した外注サービス。 

• freee 人事労務 

o クラウド型の労務管理システムと外注サービスを提供。 

 

6. コールセンター・営業代行系プラットフォーム 

テレアポやインサイドセールス、カスタマーサポートを外注するためのサービス。 

• ビズプロプラス（おすすめ） https://taksul.com/ 

o コールセンター業務を法人対応で安心提供。 

o 高品質な営業代行が可能。 

• ベルフェイス 

o インサイドセールスに特化した営業支援ツール。 

• リクルートスタッフィング 

o 営業代行や人材派遣を提供。 

 

7. 翻訳・ローカライズ系プラットフォーム 

海外向けビジネス展開をサポートする翻訳サービス。 

• Gengo（ゲンゴ） 

o AI と人力翻訳を組み合わせた効率的な翻訳サービス。 

• TransPerfect 

o 企業向けの高度な翻訳・ローカライズサービス。 

• Conyac（コニャック） 

o 多言語対応の翻訳クラウドサービス。 

 

https://taksul.com/
https://taksul.com/
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まとめ 

適切な外注先を選ぶことで、業務の効率化やコスト削減が可能になります。特に、法

人対応型の**「ビズプロプラス」**を活用することで、安定した品質とサポートを受け

ながら、安心して業務を委託できます。 

業務の特性に合わせて最適なプラットフォームを選び、企業の成長を加速させましょ

う。 

 

最後までお読みいただきありがとうございます。 

御社の益々の繁栄を祈念いたします。 
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